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現代のくらしにおいて、わたしたちには何ができるのか？－『無印良品』のあり方と仕組みから考える－

解題
　おはようございます。第２分科会は「超
高齢社会における生協の福祉の今」という
テーマで、３つの報告を中心に進めさせて
いただきたいと思います。
　進行役を務めます私は、くらし福祉研究
会のまとめ役をしています浜岡と申しま
す。
　われわれの研究成果は冊子というかたち
でお手もとにお配りしていますが、かなり
分厚いものになり、読んでいただくにも最
初の手がかりが必要かなと思い、この分科
会を企画しました。
　近畿圏を中心に、多くの購買生協にお
じゃまさせていただき、福祉という切り口
で購買生協の現況を調査研究してきまし
た。この研究会をつくったきっかけは兵庫
県の姫路医療生協の調査を当研究所がお引
き受けしたことからです。姫路医療生協が
地域で展開している介護や医療の調査をさ
せていただきましが、地域のなかで最期ま
で組合員のくらしを支えること、健康を守
るとはどういうことなのか等、いろいろ学
ばせていただきました。
　そこで生活協同組合にとって地域包括ケ
アとは何かをわれわれなりにまとめたいと
考えて、くらし福祉研究会を立ち上げたの
ですが、少し方向転換することになりまし
た。最初は医療生協を中心に地域包括ケア
の実践を追っていくことを考えていたので

すが、この研究会が中心になって総会シン
ポジウムを企画することになり、わが研究
所の会員の多くが購買生協ですので、購買
生協を中心に据えて、購買生協という立場
から地域包括ケアをとらえればどういうこ
とになるのかを調査研究することにしまし
た。
　それで行き着いたのが「まちづくり」で
す。購買生協にとっての地域包括ケアとは、
購買生協が持っている購買事業を中心にし
た総合力によって、地域の人たちの困りご
とに応えていくこと、つまり、「まちづくり」
なわけです。そのやり方は生協によって多
様なかたちをとっているわけで、こういう
仮説を手がかりにしながら、３年ぐらいか
けて各生協を訪問したり、お招きしてお話
を聴かせていただきました。
　その結果が報告書なのですが、きょうは
そのうちの３つの報告を中心にしたいと思
います。
　１番目は「当事者性を生かし、現場から
地域の支え合いを考える」というテーマで、
立命館大学の中川先生を中心に、京都市西
京区の洛西ニュータウンをフィールドにし
ながら、京都生協だけでなく地域のさまざ
まな社会資源がどのように絡み合っていく
と本当に安心できる地域ができるのか、地
域包括ケアはどのようなかたちでできあ
がっていくのか、ということをお話しして
いただきます。

■□ 第２分科会

超高齢社会における生協の福祉の今

浜岡 政好（佛教大学名誉教授）
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　併せて西京区の社会福祉協議会で地域支
え合い活動創出コーディネーターをされて
いる小原さんからも、さまざまな社会資源
についてお話が伺えるかと思います。
　２つめの報告は「自宅で最期まで－暮ら
しを支える 10 の基本ケアと ICT 活用の試
み」がテーマです。
　生協のケアを「10 の基本ケア」という
形で、明快に打ち出し、実際に地域で展開
されているのが社会福祉法人協同福祉会の
実践です。最期まで自宅で暮らすことをど
のように支えるのかということでの最前線
の取り組みのひとつをご紹介していただこ
うと思います。
　最後の３つ目の報告は、われわれの「包
括ケアはまちづくりなのだ」という仮説を
かなり早い時期から地域で展開してきたの
がコープあいちです。単に生協だけでなく、
地域のさまざまな活動体を横につないでい
きながら、地域を安心できる場にしていく
非常に貴重な取り組みをしておられますの
で、このコープあいちの取り組みをご紹介
したいと思います。
　
　それでは、報告Ⅰを中川さんと小原さん、
よろしくお願いいたします。
　
■報告Ⅰ「当事者性を生かし、現場から地
域の支え合いを考える」　
中川順子（立命館大学名誉教授）
小原滉平（西京区地域支え合い活動創出
コーディネーター）

【中川】ものごとは、角度を変えてみれば、
かなり違った風景が見えます。生協の事業
や活動についても、「地域におけるケアの
ための支え合いの社会資源」という角度か
ら、見直しをかけたら、どのような風景が
見えるか、それが報告の柱になります。

ここでは、「地域」を、以下のように考え
ます。
　第一に、「生活圏」、つまり、「生活の客
観的な基本的条件が、セットとしてきちん
と整備され、そこで社会的交流が自然に行
われる最大限度の圏域」です。ある種の線
引きされた空間です。また、ここでは、そ
の地域での「ケアのための支え合いの社会
資源」（以下、「支え合い社会資源」）を、
３層構造として考えています。１層目は、

「日ごろの付き合い関係」―「お願い」と
声をかけられるご近所や友人関係―と、「付
き合い関係の先にある支え合いグループ」
―支え合いを目的とした、インフォーマル
な有償または無償のグループーです。２層
目は、地域の社協や自治会などの地縁団体・
NPO などです。１層目のひと回り外側に
あって、組織的・継続的支援を期待できま
す。これらが主体的に住民のニーズに対応
できれば、地域に即した支え合い社会資源
になっていきます。生協は、ここに位置づ
けられると考えます。３番目の層は、さら
にその外側の、行政や地域包括支援セン
ター、社協など、介護保険制度を軸とした
制度的支援です。「日ごろの付き合い関係」
という土台の上に、以上の３つが、重層的
に、家族の脆弱な自助力を補完する地域の
支え合い社会資源を形成していると考えま
す。
　今回取り上げる地域は、京都市の洛西
ニュータウンーンー私が要介護４の夫と住
んでいる地域―です。主に京都生協が活動
していますので、京都生協の事業と組合員
活動を、洛西ニュータウン地域の「支え合
い社会資源」という角度からみることにな
ります。
　まず、洛西ニュータウン（以下 RNT と
略称）は、1976 年の入居開始から約 40 年。
高齢化率は、37.3％。高齢化のスピードは

第２分科会
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京都市で第１位です。RNT は、都市部の
急激な高齢化を体現した地域といえます。
RNT は、先ほどの生活圏の定義に照らし
て、「地域」ととらえることが出来る居住
空間です。
　では、「支え合いの社会資源」という角
度から、京都生協の RNT での活動を見直
したら、どの様な景色が見えてくるでしょ
うか。まず、店舗です。「コープらくさい」
店は、RNT の端にありますが、この地域
での京都生協の顔、です。「食」を提供す
るだけでなく、「おかいものサポートカー」
と「おかいもの便」の発着拠点です。「お
かいものサポートカー」は、車で 15 分圏
の買い物送迎車、「おかいもの便」は、スー
パー撤退後の買い物難民支援として、地
域・NPO・生協・社協の協力で発足した
ものです。店の集会室は、組合員活動の拠
点になっており、市民活動にも貸し出され
ています。　個配は、共同購入を上回る数
になっていますが、利用者の虚弱化や認知
症の増加のため、宅配担当者は、現場－届
け先でー、ケアや支え合い役割を発揮する
というケースが出ています。
　その他「夕食サポート」や、京都市の

「支え合い型支援事業」の受け皿として事
業化された生活支援サービスがあります。
RNT という同じ地域で、こうした、地域
の支え合い資源という性格をもつ事業群が
動いているわけです。しかし、これらの事
業群は、京都生協の組織系列にごとに縦割
りで運営され、「“地域”にとって、重要な
支え合い資源となる事業連関」であるとは
認識されてはいないようです。
　次に、RNT での京都生協の組合員活動
を「支え合いの社会資源」という視点で、
見直してみます。「くらし助け合いの会」（以
下「会」）は、「支え合いの社会資源」その
ものですが、認知度は生協内でも低く、支

部や店舗の職員に対し、認知を求めて「お
知らせ行動」をしています。その結果、店
舗での相談事を「会」につなぐなど、「会」
と「店舗」・「支部職員」「夕食サポート」
との連携事例も出てきています。RNT で
の「会」の利用者は、16 人ぐらいです。
近年は「会」に対し、地域包括支援センター
やケアマネから、介護保険の対象外の人び
とへの支援要請が多く、「会」には、介護
保険制度の補完役割も果たしているわけで
す。　
　RNT で活動している組合員は 50 名前後
で、５つのクラブとエリア会に属していま
す。エリア会は、エリア選出ですが、組合
員リーダー養成を目的とし、エリアに責任
はありません。クラブはそれぞれ所轄が異
なりますが、ほとんどが、洛西店の集会室
を活動拠点としています。それぞれのクラ
ブは、相互に協力する場面もあり、ゆるや
かに結びつきを持っています。また、クラ
ブの集まりや店舗でイベントを地域に開放
し、子どもたちやお年寄りなど地域の方々
の参加もあり、地域への広がりも持ち、今
後の交流が期待できそうです。京都生協西
ブロックでは、近年、「地域コーディネー
ト担当」が新設され、地域の組合員活動の
ネットワーク化や、西京区社協との関わり
をつくろうとするなど、地域のつながり意
識しているようです。
　RNT 地域には、住民が担うさまざまな

「支え合いの社会資源」があります。主な
ものは、学区を基礎として活動している自
治会、女性会、老人会、学区社協などの地
縁組織です。また、元気老人の活動を支え
る「洛西老人福祉センター」は、25 の同
好会とのべ５万３千人の年間利用者を持っ
ています。その他、住民によるボランタリー
な市民活動―「居場所」「まちづくり」「地
域支えあいボランティア」の諸団体が活動
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しており、京都市の中でもかなり活発な地
域といえます。親団体を持つ「助け合いの
会」も活動しています。乙訓医療生協の「支
え合いの会」、新日本婦人の会の「紫陽花
の会」、UR の「おたすけっと洛西」など
です。京都生協の「くらし助けあいの会」
もその一つですが、いずれも組織内を支援
対象としています。これらの会は、「ニー
ズは増えているはずなのに、利用が増えな
い。むしろ減っている」、「付き合いがない
人には頼みづらい、と、利用が増えない」、

「担い手が足りない上に、高齢化」といっ
た悩みを抱えて頑張っています。RNT と
いう地域には、こうしたさまざまな住民や
社協などの活動があり、支え合いの社会資
源として、ケアのまちづくりの担い手に
なっているのです。こうした活動をつなぎ、
地域をカバーできる資源連携の構築のため
には、プラットホームが必要なのだと思い
ます。
　京都生協の活動は、上述の通り、事業・
組合員活動の一定部分は、「支え合い社会
資源」としての評価できる側面を持つもの
です。組織としての明確な位置づけが無く
ても、職員や組合員ひとりひとりの実践に
よって、生協は「RNT 地域の支え合いの環」
のひとつ、になりつつあるのです。この点
をしっかりと確認し、組織として共有して
いくことが大切です。生協の「地域の支え
合いの社会資源」としての活動を地域に「見
える」化し、地域とのつながりを広げ、「支
え合いの環」の一つにとどまらず、地域の
プラットホームを目指してほしいというの
は、期待が大きすぎるでしょうか。
　

【小原】西京区には 17 の学区があります。
行政も本所と洛西支所というかたちで分け
られていて、洛西には７つの学区がありま
す。西京区は、右京区・南区・長岡京市・

向日市・亀岡市、大阪府の高槻市等と隣接
しています。
　洛西地域、洛西ニュータウン内は新林学
区・福西学区・境谷学区・竹の里学区とい
う４学区に分かれています。　
　私からは、生協とは違った切り口で、地
域での支え合いの取り組みなどを報告させ
ていただきます。
　まず、居場所づくりから生活支援の取り
組みが始まった事例です。
　この居場所では、筋トレやレコードコン
サートなど、健康づくりと介護予防を目的
とした活動が多く展開されています。居場
所を続けるなかで、あるとき、お客さんか
ら「入院することになって、花の水やりが
できへん。どうしよう」とか「電球が切れて、
長いことほったらかしで…。替えたいんや
けどなぁ」という声が聞かれるようになっ
たそうです。それで、この居場所を運営し
ている男性が、「ちょっとしたお手伝いを、
グループをつくってできないか」と考えら
れたのが、きっかけとなりました。
　ちょうどそのとき、京都市の地域支え合
いボランティア活動助成事業に助成申請し
て、居場所スタッフ等に声をかけて、生活
支援グループの設立を検討されました。ま
ず、スタッフさん等が集まって、「自分た
ちは、どういう目的でやっていくのか」「活
動の心構えは？」「チラシの作成はどうし
ていこうか」といった相談から始めました。
　そして、昨年９月頃から実際に生活支援
グループを設立されて活動を始められてい
ます。　グループ設立後は、「ゆっくり、
ぼちぼちと、自分たちのペースで、みんな
と相談し合いながら、楽しくやっていこう」
をモットーに活動されています。
　２つ目の取り組み事例は、UR 賃貸住宅
での、「おたすけっと洛西」という生活支
援グループです。昨年４月頃から活動を始
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められました。
　私は定期的に活動状況を聴かせてもらっ
たり、そのつどサポートをさせていただい
たりしています。
　利用者は女性が多く、依頼内容の上位５
つを見ますと、１．清掃、２．大型ごみ・
植木鉢等の搬出、３．高所作業（電球交換、
エアコン掃除）、４．ゴーヤネット張り・
撤去、５．大型家具・物置等の移動、買い
物・病院の付き添いとなっています。　
　３つ目の取り組み事例として生活支援グ
ループ交流会です。電球交換や草むしり等、
高齢者の「ちょっとした困りごと」に支援
を行う団体に対して、活動経費を助成する

「地域支え合いボランティア活動助成事業」
を受けた助成団体による交流会を行いまし
た。助成団体は、京都市で 16 団体、その
うち西京区には４つの団体があります。こ
の４団体とも洛西地域にある団体ですの
で、洛西地域は本当に支え合いの活動が進
んでいるなと感じているところです。　
　「支え合い」は、「支える行為」と「支え
られる行為」の２つがあって成立しますか
ら、双方向の関係だと思います。ただ、「支
え合い」の現実は、みなさんも感じておら
れるかと思いますが、どちらかといえば「す
る側」から「される側」への一方通行の関
係になっているのではないかと思います。　
　「支え合い」と「制度」の関係について
言えば、たとえば地域にお住まいの、ひと
り暮らしのおばあさんがおられたら、近所
のおじさん・おばさんが、「何か困ったこ
とがあったら遠慮しないで言ってね」と声
をかけますね。地域では、こんな光景がよ
く見受けられます。
　そこに訪問介護事業所などから制度に基
づくサービスが入るようになると、近所の
おじさん・おばさんは「福祉が関わるなら、
これで安心だ」ということで、身を引いて

いくことが多々あります。これは地域では
珍しくないことで、私はよく、「『安心』が
あると『関心』がなくなる」という話をし
ます。サービスが入る前はお互いがお互い
に関心を持ち合っていたのですが、サービ
スが入ることによって、お互いに関心を持
ち合うことがなくなってしまうことがある
わけです。　　
　先ほど、「支え合い」は「支える行為」と「支
えられる行為」の２つがあって成立すると
言いました。言い換えると「支え合い」を「シ
ステム化」するということが言えると思い
ますが、では「支援する側」を養成・育成
し、「支援してほしい側」へ派遣するとい
うことでいいのでしょうか。
　ここでニーズの本質について考えてみた
いのですが、みなさんのなかで、気軽に「助
けて！」と言える方はいらっしゃいますか。
なかなか手が挙がりませんね。
　では、逆に、誰かから「助けて！」と言
われたら、話を聞いたり助けたりできる部
分もあるかなと思う方はいらっしゃいます
か。やはり圧倒的に後者に手が挙がります
ね。
　つまり、ニーズの本質から考えると、私
たちは「助けたい！」というニーズを持っ
ているのかなと思いますが、逆に、「助け
てほしい！」というニーズは表面化しませ
ん。実際、サービスが入った時点で手遅れ
の状態で、「なぜ、もっと早く言ってくれ
ないのか」と言いたくなる状況があります。
　となると、単に「支援する側」を養成・
育成し、「支援してほしい側」へ派遣する
というのではだめだとわかると思います。　
　「助けて！」と地域に言えると、先ほど
のように「助けたい！」という気持ちを持っ
ている方からたくさんの手が挙がるのでは
ないでしょうか。たとえばＡさんという認
知症の方がおられたら、「一緒に散歩でき
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ますよ」というボランティアがおられたり、
「一日預かります」というボランティアが
おられたり、「介護している娘さんのスト
レスを聞きます」というボランティアがお
られたりするかもしれません。
　一方、認知症のＡさんにも、「おいしい
お味噌汁をつくります」とか「絵本の読み
聞かせをします」など、できることがある
とします。例えばサロンで、「私、昔から
料理が好きで、味噌汁をつくるのもすごく
得意なんや」ということだったら、逆にス
タッフ側に回ってもらって、お味噌汁をつ
くってもらったり、つくり方を教えても
らったりできます。「昔、絵本の読み聞か
せをしていたの」という方だったら、子ど
もたちに本の読み聞かせをしてもらうこと
も可能だと思います。　
　最初に戻りますが、「支え合い」は双方
向の関係ですので、「支援する」側と「支
援される」側の一方通行ではなく、お互い
が「できる」ことの交換かなと思います。
　　

【浜岡】第Ⅰ報告は「当事者性を生かし、
現場から地域の支え合いを考える」という
テーマで、お話ししていただきました。中
川先生は、当事者から見て地域にどんな支
え合いがあるかというかたちで、生協の社
会資源や生協以外の社会資源について現状
を報告されましたが、その到達段階をどう
評価できるかという辺りについては、時間
の関係で言及されませんでしたので、討論
で深められたらと思います。
　つまり、支え合いの社会資源は、生協も
提供しているし、生協以外でも用意されて
いますが、当事者から見たとき、実際にそ
れがどの程度うまく使えるのか、または使
いにくいものなのか、あるいは足りないも
のがあるのか、という辺りは第２ラウンド
で少しお話ししていただきたいと思いま

す。どうもありがとうございました。（拍手）
　続きまして、第Ⅱ報告に入りたいと思い
ます。よろしくお願いいたします。
　
■報告Ⅱ「自宅で最期まで－暮らしを支え
る 10 の基本ケアと ICT 活用の試み」　
川口啓子（大阪健康福祉短期大学教授）　
石丸大輔（社会福祉法人協同福祉会あすな
らハイツあやめ池施設長）

【川口】ここでは、社会福祉法人協同福祉
会特別養護老人ホームあすなら苑の実践を
中心に、それを支える「10 の基本ケア」、

「ICT の活用」を中心に紹介します。
　協同福祉会は、ならコープが設立した社
会福祉法人です。福祉事業を生協が直接担
うのではなく、社会福祉法人によって展開
するという方法で、次のような活動を目指
しています。
１. 地域の元気高齢者も対象にしたサービ

スを展開する。
２. 高齢者の徒歩 30 分圏内で暮らしが成り

立つ日常生活圏域を大切にする。
３. 自宅で最期まで暮らすための地域拠点

となるよう連続したケアを提供する。
これは、施設入所を目的にしない、と
いうことです。

４. 社会福祉法人として専門家の配置によ
るサービスを提供する。

　あすなら苑の入居者は、全員オムツをし
ていません。人として、「オムツをするの
が当たり前」ではないからです。また、介
護職員にとっては、「上手にオムツを換え
られる」より「オムツはずしに成功する」
ほうが働き甲斐があります。ここには、利
用者の自立と働きやすい職場づくりがセッ
ト に な っ た、QOL（Quality of Life） と
QWL（Quality of Working Life） の 相 乗
効果が生まれます。
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　さらに、介護のアプローチを大切にして
います。特に、医療専門職の再教育を徹底
し、「拘縮が残った。これ以上治療するこ
とがない。だから介護へ」という構図では
なく、「この人はどういう暮らしを取り戻
したいのか」というアプローチから、専門
職の役割を担ってもらいます。
　こうしたあすなら苑の実践は 10 の基本
ケア（下記）としてまとめられました。

【10 の基本ケア】
①換気をする　②床に足をつけて椅子に座
る　③トイレに座る　④あたたかい食事を
する　⑤家庭浴に入る　⑥座って会話をす
る　⑦町内にお出かけ、外出する　⑧夢中
になれることをする　⑨ケア会議をする　
⑩ターミナルケアをする
　日本生協連でも、「自宅で最期まで暮ら
せる地域へ」というテーマのもと、全国展
開に向け始動しています１）。
　「10 の基本ケア」は、施設の実践から生
まれましたが、地域で、自宅で最期まで暮
らすためにこそ生かすべき考え方として受
け止めることが可能（重要）です。なかで
も、実践の土台となる①と②をご紹介しま
す（③～⑩は本をお読みください）２）。
　①の換気をする。窓を開けると気持ちが
いい、ただそれだけがとても大切です。外
気を吸い、季節を感じ、生きていることを
実感します。よどんだ空気のなかで生活し
ない、消臭剤でごまかさない。換気は、社
会とつながる窓を開けることでもあるので
す。たとえば、孫がひとり暮らしのおじい
ちゃん家に行くのであれば、「必ず、窓あ
ちこち開けてね、１回でいいから。ついで
に、一緒に散歩に行ってね」。こんな認識
の広がりが、セルフケアでもあり相互ケア
でもあり、地域社会につながるのです。
　②の床に足をつけて椅子に座る。座ると

いう動作は、日常生活で繰り返し現れる動
作です。立つことも、歩くことも、足の裏
にしっかりと体重を乗せてこそです。床に
足をつけるのはそのため。元気なうちから
少し意識するだけでも、将来は大きく変わ
るのではないでしょうか。この動作を意識
することが、排せつの自立（オムツ外し）、
自分で食べる（経口摂取）を支えます。
　「10 の基本ケア」を、単なる動作（スキ
ルや手順等）と捉えたら、それは違います。
根底にある「地域社会とつながる」、「暮ら
しを意識する」ことによって、自らの介護
予防、自立支援になる ― そういう考え方
なのです。だからこそ、ヘルパーら介護職
員だけでなく、全ての人々に伝えるだけの
価値があります。
　「10 の基本ケア」の実践はオムツ外しを
成功させ、24 時間サービスの実践にも生
かされました。何の準備もなしに、いきな
り 24 時間サービスに取り組むと言っても
困難です。あすなら苑では、「10 の基本ケ
アを徹底する」「医療との連携は慎重に行
う」「他の事業所のケアプランは扱わない」
など、「自宅で最期まで」を着実に導くため、
丁寧に独自の段階を踏まえています。
　こうした実践の周辺には、「あすなら安
心システム」という住民参加型福祉の仕組
みがあります。元気高齢者とつながり支え
る「あすなら安心支援

4 4

システム」では、つ
ながり連絡員制度、カフェの食事会、買物
バス、一泊旅行の墓参りまで催します。要
介護者を支える「あすなら安心ケア

4 4

システ
ム」では、要介護者を対象にテレビ電話や
スマケアシステムによって在宅の暮らしを
支えています。ここには、ICT の活用が
あります。
　ICT の活用は、利用者の暮らしを支え、
職員の働き甲斐を生み出しています。周辺
業務の合理化・効率化をはかり、利用者と
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職員が触れ合う時間をつくりだしているの
です。このことは、働きやすさ ･ 働き甲斐
を伴う職場づくりにもつながります。多額
の予算を伴う ICT の活用には勇気がいり
ますが、その実際を協同福祉会あすならハ
イツあやめ池施設長の石丸さんから報告し
ていただきます。

【石丸】　皆さん、こんにちは。あすならハ
イツあやめ池の石丸と申します。本日は法
人内での ICT の取り組みの中のグループ
ウェアと介護記録について報告させていた
だきたいと思います。
　まずグループウェアですが、サイボウズ
社のガルーンを導入しています。ガルーン
を導入するまで他のグループウェアを使っ
ていましたが、一部の機能しか使っていな
かったことや事業規模が大きくなったこと
もあり、2016 年にガルーンを導入しまし
た。
　主に管理職・事務職を中心に活用してい
ます。何カ所かでは、幹部職員以外にも中
間リーダー、ケアマネジャー、相談員、介
護職、看護職もガルーンを持って、職員間
の情報共有ツールとして活用しています。
主にスケジュール、メッセージ、スペース
というアプリケーションを活用していま
す。
　スケジュールというのは、スケジュール
帳が電子化されたものです。個人のスケ
ジュールを管理するだけでなく、チームの
スケジュールも管理・共有する機能があり
ます。特に現場の中間リーダーは、現場に
入ったり、書類を作成したり、非常に忙し
いスケジュールで動いていますので、それ
を「見える化」したり、会議の出欠を集約
したり、施設長の所在の把握などに使って
います。例えば私も施設長ですが、今日は
京都で話をしていることが、皆にわかるわ

けです。
　メッセージは、「あすならメール」と呼
んでいまして、いわゆる社内メールです。
個人や複数宛にメッセージを送って、さら
にメッセージを送ったメンバーの中でコメ
ントをつけて、やりとりできますので、法
人内のコミュニケーションが非常に円滑に
なりました。
　スペースという機能も、利便性が非常に
高くて、LINE に近い機能と考えていただ
ければよいかと思いますが、何人かでグ
ループを組み、そのグループの部屋の中で
会話ができます。たとえばデイサービスの
職員であれば、デイサービスの部屋をつ
くって、連絡ノートの代わりになるような
機能を使うことができます。事業所全体の
連絡事項を入れる部屋をつくって、そこを
見てもらうようにもすることもできます。
委員会活動やチーム活動で、事業所を超え
たメンバーを編成する場合も、その部屋を
つくれば、いちいち集まらなくてもある程
度はできます。
　ガルーンの今後の活用計画としては、ま
だ全職員に ID を付与して活用する段階に
は至っていませんので、そこをやっていき
たいと思っています。
　また、今紹介した３つの機能以外にも、
ワークフローという機能を使って、紙を回
して印鑑を押して決裁するという従来の方
法から電子決裁に変えて、スピーディーに
することなども考えています。
　次に、スマケアシステムについてです。
これは、定期巡回随時対応型訪問介護看護
という 24 時間サービスに特化したシステ
ムです。
　最大の特徴は、すべてスマートフォン一
台で介護記録ができる点にあります。今日
の予定の確認や、そのケア記録が、スマー
トフォンから簡単にできます。スマート
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フォンだけでなく、パソコンも使えますが、
パソコンでは主に計画作成やオペレーショ
ン業務に使います。オペレーターや管理職
はパソコンから各ヘルパーのスマートフォ
ンに指示を出すことができますので、紙は
不要で、基本的にパソコンとスマートフォ
ンで完結できます。　
　実際にどのようにケアの記録をとるかと
いうと、スマートフォンから「スマケア」
のアプリを立ち上げて、職員の IC カード
をスマートフォンに読み込ませます。スー
パーやコンビニの店員が自分の IC カード
をピッと読み込ませるようなイメージで
す。そうすると、その職員がいまから仕事
をするという認識をシステムがするので、
その職員の今日のケアのスケジュールが一
覧で出てきます。
　実際に利用者宅を訪問したら、玄関に貼
らせていただいている IC タグをスマホで
読み込みます。そうすると、そのお宅を訪
問したと認証されますので、それからケア
を開始します。
　介護記録は、画面上の項目があるので、
実施ケアした項目にチェックを入れるだけ
です。特記事項があれば、メールを打つよ
うに入力します。入力が苦手な職員もいる
ので、音声入力もできます。言葉では伝わ
りにくい状況があれば、撮影モードがあり
ますから、そのまま撮影して、記録に添付
します。
　スマケアシステム以外でも、基本的には
定期巡回の訪問介護職員は業務中、スマー
トフォンを持っていますから、スマート
フォンからガルーンを閲覧したり、LINE
を使ってヘルパー同士の連絡ができます。

「クックパッド」でレシピを検索したり、「奈
良市ごみ分別アプリ」でゴミの日の情報な
ども見ることができます。
　テレビ電話については、２つのタイプの

テレビ電話を定期巡回随時対応型訪問介護
看護（24 時間サービス）に登録している
方に無料で貸与しています。基本的にはす
べての利用者宅に設置させていただいて、
ボタン１つでつながるようになっていま
す。
　機能的には、定期連絡というのがありま
して、朝晩の安否確認が必要な方は定期連
絡をプランに入れさせてもらい、事業所か
ら電話をかけます。
　緊急連絡の機能もあって、「ベッドから
落ちたから助けてほしい」とか「ちょっと
しんどくなってきた」といった緊急時には
連絡をいただいて、必要性があれば緊急訪
問をしています。
　これらのシステムの今後の課題ですが、
現在は訪問系サービスだけがこのシステム
を入れています。しかし、施設系やデイサー
ビスなどは紙媒体でやっていて、訪問系は
電子化しているというのでは非常に効率が
悪いので、すべての現場で電子化できない
かと模索しています。また、スマートフォ
ンを使えない職員もいますので、スマート
フォンやタブレットの普及と操作教育も必
要かなと思っています。サービス間の壁を
なくしたいので、デイサービスだけで蓄積
していくとか、定期巡回だけで蓄積してい
くのではなく、利用者を軸にして、すべて
のサービスの情報が見えるようにできない
かとも思っています。
　さらに、職員だけでなく、地域住民やご
家族の方もスマケアシステムを閲覧するこ
とができますので、「ご家族にはここまで
見てもらおう」とか「地域の方にはここま
で見てもらおう」というふうにして、地域
にも ICT を広げていけたらいいなと思っ
ています。
　以上で私からのご報告とさせていただき
ます。ありがとうございました。
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【川口】あすなら苑の取組は、10 の基本ケ
ア、ICT の活用、24 時間サービス、あす
なら安心システムによって、総合的に成り
立っています。そうして、あすなら苑が地
域の相談窓口となり、安心のシンボルと
なっています。
 私たちは、ここから何を学び取ることが
できるでしょうか。「高齢者がたくさんい
る」「誰もが歳をとる」というシンプルな
事実を介して、「自宅で最期まで」が支え
あいで成り立つ地域社会を築いていきたい
と思います。

【浜岡】介護という仕事のあり方や、介護
を受ける側の暮らしの質や人生の質を、ど
うやって改善していくかを、あすなら苑の
実践を通してお話ししていただきました。
　併せて、ICT の活用によって節約され
た分が人と人との会話に向けられるという
実践も報告していただきました。それにつ
いてはご質問もあろうかと思いますが、と
りあえず現在の状況を報告していただきま
した。ありがとうございました。（拍手）
　続きまして、報告Ⅲ「まちづくりを考え
る－福祉の視点から－」は、コープあいち
の取り組みを中心に、そこで行われている
さまざまな取り組みを、まちづくりという
観点から切り取ったご報告になろうかと思
います。よろしくお願いします。

注
１）日本生協連として、2018 年 5 月 22 日にプレスリ

リース。
２）  『あなたの大切な人を寝たきりにさせないための

10 の基本ケア』『人間力回復』いずれも、㈱クリ
エイツかもがわ。

　

■報告Ⅲ「まちづくりを考える－福祉の視
点から－」
上掛利博（京都府立大学教授）　
向井忍（生活協同組合コープあいち理事長
スタッフ）

【上掛】今回、私は５月 22 日に名古屋市と
豊明市、６月 11 日に新城市と設楽町を、
向井さんと一緒に調査してきました。この
地域での協同の新しい動きを福祉のまちづ

4 4 4

くり
4 4

という点でどのように捉えることがで
きるのか、最初に私からお話しして、その
後、スライドを使って向井さんから、愛知
県の各地域における生協がかかわる多様な
まちづくりの取り組みにについて福祉の視
点から紹介していただく、というように分
担したいと思います。

　旧めいきん生協は、1990 年ぐらいから
「くらしの相談室」を設け、そこが窓口と
なってくらしの助け合いなどにつなぐとい
う活動をしてきました。
　2007 年から「安心して暮らせるネット
ワークづくり」を始められ、2010 年にみ
かわ市民生協と合併してコープあいちが発
足したときのスローガンが「福祉の視点で
すべての事業と活動を進める」というもの
で、このように大きな打ち出しをされたの
は非常にインパクトがありました。2011
年の東日本大震災を受けて、2012 年愛知
県の地域支え合いモデル事業としてそれが
発展し、さらに 2014 年からは「安心して
暮らせるまちづくり」へと展開しています。
このように、「地域へ」という方向性が明
確に打ち出されています。そのなかで注目
したいのは、生協が全面に出るのではなく、
組合員が地域住民として生活発で主体的に
地域での取り組みを進めていることです。
ここに、コープあいちの取り組みの特徴（＝
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地域づくり）があるのではないかと思えま
す。　
　これまで継続的にコープあいちの福祉に
ついて調べてきてわかった、「福祉のまち
づくり」の特徴は、次の５つに集約できる
と考えます。
　１つは、アウトリーチ（＝福祉の出前）
が徹底していて、移動販売でも店舗でも、
何をするにも相談会がくっついていること
です。つまり、相談と一緒に事業がなされ
ていることが、「福祉の視点ですべての事
業や活動を」という時の大切なポイントに
なっています。
　２つめは、「オールあいち」という言い
方をしていない

4 4 4

ことです。「地域ごとに違
う」ということで、愛知県内の異なる地域
のそれぞれの特性に根ざした取り組みが行
われているのが印象的でした。NPO、医
療生協・JA・大学生協などと一緒になっ
て活動し、それぞれの地域のニーズに合っ
た取り組みが行われています。
　３つめは、コープあいちが持っている生
活協同組合としての「総合力」に注目して
事業が行われていることです。
　４つめに、組合員の参加を広げていく観
点に立って、取り組みが積み重ねられてい
ることです。
　５つめは、問題を次々に発見し、それを
解決する活動をしながら学んでいくという
取り組み（交流集会）がなされてきている
ことです。
　これらの上に、今日までのコープあいち
の福祉の取り組みの発展がありました。　
　ホームヘルパーの方たちの文集『おかげ
さまで５周年』が 2016 年に発行されてい
ます。仕事を始めて２年目の方が「毎回ヘ
ルパーに行くと、そこで学ぶことがある。
そして、自分が気づいて反省する」「家と
同じ仕事をしていても楽しい」と書いてお

られます。また、最初は拒否をしていた利
用者さんから「ありがとう」と言われたと
きに、「こんなに幸せな仕事があったのか
と思った。家では仕事のようにうまくはで
きないけれども、ヘルパーをしているおか
げで少しはやさしくなれた」というのです。
　この本には、人間がやさしくなれるとい
う変化（＝物語、ドラマ）がたくさん書か
れています。「自分の親だから同居したが、
40 年間別々に暮らしてからの同居という
のは簡単ではない。けんかばかりやってい
る」と愚痴ったら、利用者さんが母親の思
いを理解して話をしてくれ、「親から見れ
ば子どもはいくつになっても子どもなのだ
から、お母さんはあなたのことを思って
言っているのよ」と諭され非常に身に沁み
たという経験も書かれてあります。
　このようなヘルパーさんが 550 人以上も
誕生し、地域で活動をしながら学習をし、
自分の仕事を通じて家族や地域のことを見
つめ直していることが、まちづくりを考え
る上で大きな力になりつつあります。
　2015 年の総会記念シンポジウムで、私
は、「地域包括ケアを地域の実情に応じて
カスタマイズする必要がある」という報告
をしましたが、今回、愛知県のいろいろな
地域を訪問して、「地域包括ケアの制度の

4 4 4

枠を超える
4 4 4 4 4

必要性」ということについて考
えさせられました。というのは、「安心し
て暮らし続けられるように社会を具体的に
変えていく」ためには、地域の歴史・言葉・
食・文化なども含めた「広い意味での環境」
を整えていくことが今日的な課題になって
いると思うからです。地域包括ケアという
制度だけではなく、もっと広く社会環境ま
で含めて考えるという観点からコープあい
ちの福祉の取り組みを見たらどうなるか、
ということが１つめの視点として浮かび上
がります。



61

第２分科会

　２つめの視点として、向井さんと「強い
協同と弱い協同」という話をしたとき、私
は「弱い」ではなく、「小さな」とか「や
さしい」と言い換えたほうがぴったりする
のではと思いました。「小さな協同」や「や
さしい協同」をどのように広げて積み上げ
ていくか、これがコープあいちの取り組み
の“要”になっています。その結果、どの
ような「想わざる効果

4 4 4 4 4 4

」が生まれているか
を、きちんと見ておくことが大切ではない
でしょうか。組合員さんが気づいた問題を
きちんと話し合えるような雰囲気や場所を
つくる。そして、問題を解決していくこと
を積み重ねていくなかで、住民の主体的な
力量も形成されていくと考えます。
　３つめに、先週、京都府立大学に山田洋
次監督が来られました。学生が「山田監督
の作品は、人と人とのつながりを描いてい
るのですね？」と質問したら、監督は「そ
れは違う」と即座に否定されて、「人と人
のつながりを描くのは当たり前だ。そうで
はなく、例えば対立関係もつながりなのだ。
そういう関係のなかで人間がどのように変
わっていくのか、というドラマがあるから
映画になる」という話をされました。それ
までの自分を否定して新しい自分になって
いく「人間の変化」と、そのなかで「人間っ
て、そういうところあるよなぁ」と感じて
なんだかうれしくなる。そういう「共感に
基づく笑い」がある。この人間の変化

4 4 4 4 4

と笑
4

い
4

があって、私たちが幸せに暮らせる地域
になっていくのだと考えさせられました。
　福祉というのは人間が相手の仕事ですか
ら、マニュアル通りにはいかない。創意工
夫が必要です。「創意工夫をする福祉」は
楽しい仕事であり、福祉の楽しい側面をど
のように見つけられるかが、これからの協
同組合がかかわる福祉の役割なのではない
でしょうか。

　21 世紀の協同組合の姿として、持続可
能な開発すなわち「社会の発展」や「人間
の発達」という面において、誰ひとり取り
残さない（SDGs）ということが掲げられ
ています。これを実現していくためには、

「協同組合の地域化」すなわち協同組合が
地域と結びつくことが大事で、そのことを
通じて関わった人々が人間らしい気持ちに
なれるといいなと考えます。
　このような点に着目しながら、愛知での
多様な取り組みについて知っていただけれ
ばと思います。

【向井】2007 年に「安心して暮らせるネッ
トワークづくり」を呼びかけ、2012 年愛
知県との協働モデル事業を挟んで「安心し
て暮らせるまちづくりのつどい」を 10 年
間開いてきました。その後みえてきた県内
の典型事例を報告します。
　名古屋市（人口 230 万人・16 区）のひ
とつ名東区には生協のお店があり、夕食宅
配、共同購入センターや福祉の事業所もあ
ります。昨年８月からお店で買った商品を
家まで届ける「フレンズ便」が始まりまし
た。「くらしたすけあいの会」が 10 ～ 2 時
まで受付けて、午後、ワーカーズの方が届
けます。登録が350人ぐらいです。ヘルパー
さんやくらしたすけあいの会で「くらしの
お役立ちガイドブック」という冊子を持っ
て、夕食宅配の利用者、「フレンズ便」を
届けている方、生協の日常生活支援をして
いる方、合わせて 100 人に聴き取りに行い
ました。「生協ではこういう総合的な情報
があります」と紹介すると、たいへん期待
されます。その人のゆっくりした生活時間
に合わせて調整できるような提供の仕方が
必要と報告されています。
　春日井市の高蔵寺ニュータウンは三大
ニュータウンのひとつで 50 年前に入居が
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始まりました。５階までエレベーターがな
く、高齢化率も高くなり、UR は若い人向
けに改造を進めています。岩成台というブ
ロックに生協のお店があり、地域福祉を考
える会（くらしたすけあいの会の会員も兼
ねる）が二階でサロンを開いていて、サロ
ンで認知症の方の話がでれば、地域包括支
援センターにつなぎます。地域のコミュニ
ティペーパーでも「くらしたすけあいの会」
が紹介され、「依頼があったら断らない」
とつないでいます。小学生のお店見学をう
けいれ、登下校時も挨拶をして、地域の中
心的な顔になっています。UR の集会所の
一つが８月から改装され生活支援員が配置
されますが、そこに生協も関われないかと
相談を受けています。団地内で統合した小
学校跡が改装され今年４月から多世代交流
館になり NPO が運営しています。地域包
括支援センターも入りました。生協との関
わりはまだありません。このような、団地
内のプラットホームになれるかどうかとい
うことです。
　名古屋市近郊の豊明市は、訪問介護事業
所が 67 しかなく住民比で県内ワースト２
です。豊明市は企業とも協定を結び、日常
生活支援の改善を目標に、住民が参加でき
るサロンや外出のためのバスを出す等取り
組んでいます。コープあいちも市との協定
を結んでおり、名鉄線の前後駅ビルに豊明
店があり、買物をしたものを届ける「フレ
ンズ便」で協力しており、「くらしたすけ
あいの会」の活動もあります。豊明店の近
くで南医療生協の組合員さんが、自分たち
で民家を借りて「おたがいさまの家いっぷ
く」を開いています。医療生協が進めて
いる支え合いの力に注目した市の職員が、

「協同組合」に注目し「南医療生協と JA
あいち尾東とコープあいちの３つの協同組
合で、住民参加型の生活支援ができない

か」と言ってきました。そこで、「ちゃっ
と」という 30 分 250 円（地域通貨も使用
可能）で利用できる住民主体型生活支援が
始まり、生協も加わっています。豊明市は、
南医療生協に委託して生活支援コーディ
ネーターの費用も含めた運営費を出してお
り「第７期高齢者福祉・介護保険計画（日
常生活支援）」で「多様なサービスの具体
策」として「おたがいさまセンター『ちゃっ
と』」を位置づけています。豊明市は担い
手を 200 人育成する目標を立てています。
現在「おたがいさま」サポーターは 117 人
の登録です。三つの協同組合が参加する推
進の会合があり、将来的には住民組織のな
かに福祉委員会的なものをつくって、「お
たがいさまサポーター」ができるといいな
と話しあわれています。
　奥三河はコープあいちと JA 愛知東が協
同組合間協同の総合提携を結んでいます。
新城市の高地にある作手地区では、生協と
農協で生活支援の話をしていると聞いた組
合員が、「私たちができる協同組合間協同
の住民版をやろう」と、生協と農協の組合
員が「まずは寄らまいかん」というサロン
を開きました。地元をまわったら「生協は
事業組織では？」と受けとめられました
が「生協は農協と一緒に地域のことを考え
ている」と話して理解をえました。建物も
無償で使えるようになり、生協は、食材を
提供し健康用品を準備しています。「生協」
が主語ではなくて、組合員が上手にコー
ディネートしています。
　新城市八名地区では、Ａコープのお店が
昨年の３月に閉店しましたが、翌４月から
店頭部分で毎週土曜日に朝市が始まりまし
た。JA 女性部が中心ですが、この方たち
は生協の地域委員会のメンバーでもありま
す。ラジオでも紹介され、今年からは元の
店舗部分も使えるようになり、ショーケー
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スにバザー品や手づくり品が値付けして並
んでいます。自宅の家具やイスなども持ち
寄って、サロンにもなっています。
　女性部の皆さんは新城市の八名地域自治
区の委員もしています。朝市で聞く地域の
相談は行政の役割として聞こうと、水曜と
金曜は風除室部分に地域事務所を開いてい
ます。町がお金を出して農協からその場所
を借りました。地域協議会は「これからは
行政に頼るのではない」と住民アンケート
をとって、たとえば八名地域の中学生が

「通学路に照明がない」と書いたら、これ
を自分たちの地域計画にまとめています。
こうした場面で“生協の地域委員会で話し
合って決める”という経験が生きています。
JA が新城市の補助で移動販売車を出して
おり、八名のサロンでは生協の夕食宅配も
紹介していますが、今後は「元店舗内の調
理施設で惣菜を作って配りたい」「高齢者
は生協の宅配の注文書も読みづらいから、
私たちが説明する」と話し合っています。
生協でできることは限られますが、住民で
ある組合員が上手につなげています。
　八名地域からさらに１時間ほど行くと、
名古屋市と同面積に人口 4900 人が暮らす
設楽町があります。その名倉地域に 20 年
前に社会福祉法人によって重度身体障害者
の方の入所施設ができ、生協も建設を支援
したつながりがあり、その地域交流セン
ターが 2012 年の地域支え合いモデル事業
の会場になりました。この社会福祉法人は
2013 年に高齢と障害の相談支援センター
をつくり、高齢の住民が集れるサロンを３
つつくりました。JA の支所の２階、地域
の集会所、社会福祉法人の地域交流セン
ターの三つです。地域交流センターが生協
の共同購入の拠点になり地元の人が配達を
受け持っています。昨年から JA 女性部と
サロンが合流しました。「安心してくらせ

るまちづくり」の設楽町版として、２年前
の 12 月、名倉小学校に 150 人が集まり、
地元医師会と一緒に在宅医療・看護につい
て話し合いました。今年４月から、社会福
祉法人に勤める看護師さんが設楽町の生活
支援コーディネーターを受託しました。先
日、岐阜県各務原市の八木山地区社協の生
活支援の研修に行ってきましたが、生協や
農協とも協力して住民の要望をつかめない
かと話しあっています。
　紹介した事例からわかるように、生協の
お店（名東区、春日井市）、民家を借りた「お
たがいさまの家」（豊明市）、A コープ店
舗跡（新城市八名）、社会福祉法人の交流
センター（設楽町）などが拠点になり、地
域包括支援センターや生活支援、行政も含
めた相談窓口になっています。いろいろな
団体が登場しますが、同じ人格の一人が組
織とのつながりを柔軟に活かしています。

「JA 女性部と生協組合員のつながりは田舎
だから見えるのではないか」と思われるか
もしれませんが、都市部こそ地域資源もあ
り、いろいろな組織があるので、たくさん
のつながりがあります。そう考えると、上
掛先生は「やさしい、小さい協同」と言わ
れましたが、私の表現は「弱い協同」です。
強い光を当てるとその関係は見えません。

「なぜ、そんなことをやっているの」「うち
の組織の方針ではない」と言わずに、１人
の人格が持っている多様なつながりを活か
せるような協同組合の側の包容性があって
初めて、一人ひとりが感じている気づきや

「こんなことができたらいいのではないか」
という思いを解決できると思います。
　豊明市の職員さんは「医療生協の組合員
が倍になったらうれしい」と医療生協を
勧めているそうです。加入率 50％組合員
14000 人のコープあいちの組合員組織より
も、現在 2500 人の医療生協に期待がかかっ
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ています。医療生協で中心になっている人
はコープあいちの組合員でもありますが、
医療生協の組合員として期待が寄せられて
います。「おたがいさま」は、市の職員さ
んが困った事例を解決してしまうのです。

「生協」は事業や組合員活動の総合力で支
え合いに努力してきましたが「生協」が主
語になって進めるだけでは噛み合わないの
ではと思います。
　1980 年の ICA 大会で報告したカナダの
レイドロー博士は「都市のなかにムラをつ
くるために異業種の協同組合が必要だ」と
言いました。学区や日常生活圏でムラをつ
くる主体はさまざまな人間関係や組織との
関係を持っている住民です。そのなかに間
違いなく生活協同組合もあります。福祉事
業をやっているから福祉のまちづくりがで
きるという発想でなく、福祉事業をやって
いなくても、その人が必要な情報や関係を
どうやって一緒につくるかがこれから課題
となると思います。（拍手）
　

【浜岡】ありがとうございました。地域包
括ケアを、ただ単に「まちづくり」に読み
替えるだけでなく、「地域包括ケアシステ
ムというかたちで専門的なサービスを提供
する仕組み」と受けとめられることも多い
のですが、そこだけでは捉えきれないもの
も含めて、まちづくりにどう関わるのかと
いうことが非常に重要だと受けとめること
ができたかと思います。
　また、われわれも「多様な接近」という
キーワードを使っていましたが、コープあ
いちのさまざまな取り組みは、かなり地域
に密着しているというか、結局、地域の個
性などを活かしたかたちでしか「まちづく
り」はできないということを示しているよ
うに思います。
　生活という点では、第Ⅰ報告にもありま

したが、生活圏という発想が大事かなとい
う気がします。それは中学校区の場合もあ
るでしょうし、京都市内であれば元学区（小
学校区）というふうに、それぞれの地域の
歴史的経過がありますので、それを活かし
ながら生協がどのように関わっていくのか
が問われています。これは生協の事業や活
動で完結する話ではなくて、地域のさまざ
まな資源がつながりながら、まちづくりの
力を強めていくものとしてあるのだという
ことが、きょうのお話を通して示されたか
なと思います。
　

第 2 分科会のまとめ

【浜岡】「参加」という視点で、地域でのさ
まざまな困りごとを解決する活動を位置づ
け直していくというか、洛西ニュータウン
でもそうですが、入居者の年齢も支え手の
年齢も上がっていますので、いずれにせよ、
支える側と支えられる側を固定したうえで
組み立てていくのは難しくなっています。
だから、お互いに支え合い助け合う仕組み
づくりをどうやって進めていくのかという
ことがポイントですね。
　そこで悩ましいのは、介護保険事業の対
象限定の動きが上述の取りくみとセットで
進んでいる点です。とはいえ、地域のな
かの困りごとをどうやって解決するかは、
コープあいちの報告にもあったように、行
政頼りで「行政がなんとかして」と言うの
ではなくて、住民が自分たちで計画をつ
くって、それを実行し、その次に行政のい
ろいろなものをひっぱり出す、というス
テージに来ているような気がします。
　いままでは、計画というと、だいたい行
政計画で、上がつくって、それに対して「参
加してください」「手助けしてください」
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というような計画づくりとその推進の仕方
でしたが、今日の状況下では従来型のやり
方では計画をつくっても計画倒れになると
いうことが背景にあると思います。その点、
きょうのお話では、「社会参加」の意味も
含めて、自分たちのまちを自分たちでちゃ
んと運営していくというやり方が進み始め
ていることを、あらためて感じることがで
きました。　
　ということで、そろそろおしまいにした
いのですが、われわれの「くらし福祉研究
会」は、狭い意味での介護や福祉にどう取
り組むかというのではなくて、くらし全体
を考えるという視点でやってきました。
　それから、昨日の良品計画の話を聞いて
思ったのは、「くらしからまちづくりへ」
を良品計画も考えているのかということで
す。生協がずっとやってきたことも含めて、
民間企業でも同じように受けとめておられ
るんだなということがよくわかりました。
　昨日の話は、職員がキャッチする能力や
専門家をいかにうまく巻き込むかという話
がかなり前面に出ていましたが、今回の調
査をしながらあらためて思ったのは、生協
が持っている組合員や職員のセンサー機能
です。つまり、地域で起こっていることを
キャッチする力をどのように磨いていく
か。しかも、その感度はかなり上がりつつ
ある。これは、もちろん意識的にというこ
ともありますが、実際に困ったことが目の
前に迫ってきているし、生協職員の宅配や
共同購入の現場ですでにいろいろな問題が
起こっているので、それは受けとめざるを
得ないということです。ここをさらに高め
ていきながら、自分たちの暮らすまち全体
に対する感度を上げていく。こうしたこと
が今日一段と求められていることを、この
調査を通じて、あらためて感じました。
　それから、地域の持っている個性です。

それは、歴史的に形成されたものもあるし、
自然条件のなかでつくられてきたものもあ
る。それらを活かした多様なまちづくりが、
いろいろなかたちで進んでいる。これも、
もちろん意識的なところもあれば、実際の
なかでそうならざるを得ないのでやってい
るところもあるのですが、「地域包括ケア」
となると、厚労省の地域包括ケアの概念図
を見ても、全国どこでも同じようなものが
つくられるかのように見えがちです。本当
は、100 の地域があれば 100 通り違うので、
それをどうつくっていくかが求められてい
ますし、そのためには生協だけで完結する
話にはそもそもならない。その意味で、ま
ちづくりにおける「つなぐ」力を高めてい
くことが、いま問われていると思います。　
　もうひとつ今回の調査でわれわれが注目
したのは、まちづくりに対する主体的な担
い手づくりがどう進んでいるかです。その
点では、組合員の受けとめる力や生協職員
の力量が少しずつ上がっていることを、あ
らためて感じることができました。
　そして、大きくなった組合員や職員の
力量によって入ってくる多様な声に応え
た「まちづくり」を自分たちでどうすすめ
ていくかは、次のステージで問われてくる
のだろうと思います。先ほども少し言った
ように、協同する力を地域でどうやって高
めていくかということと、同時にすすむ介
護保険の制度的な枠組みの変化をにらみな
がら、協同する力をさらに高めていく課題
で非常に難しい舵取りが求められる状況に
入っていると思います。　
　長い時間お付き合いいただきまして、ど
うもありがとうございました。


